
2018年（平成 30年） 

〇世界姉妹都市の日集い訪問団がヴォルフラーツハウゼン市を訪問する 

４月２６日～５月１日 和太鼓等演奏者５人、随行１人、通訳１人（田中市長ほか） 

〇青少年異文化体験訪問団が入間市を訪問する 

  ８月１日～８月６日 青少年７人、随行１人、通訳１人（ハチベキログル・ヘルガさんほか） 

 〇万燈まつり訪問団が入間市を来訪する 

１０月２４日～１０月３０日 １５人（クラウス・ハイリングレヒナー第一市長ほか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年（平成 31年） 

〇木下博前入間市長、ドイツ連邦共和国一等功労十字章を授賞 

３月２６日 在ドイツ大使館 随行２０人 

〇青少年異文化体験訪問団がヴォルフラーツハウゼン市を訪問する 

  ８月１日～８月９日 青少年８人、随行１人、通訳１人 

〇万燈まつり訪問団が入間市を来訪する 

１０月２４日～１０月３０日 １５人（ヘルムート・フォルツォイ第三市長ほか） 

 

 

 

  

 

H30 世界姉妹都市の日集い H30 ヴォ市青少年受入 

H30 万燈まつり訪問団 

 

シュタットベルケについて講義する 

 
クラウス・ハイリングレヒナー第一市長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成 2019年 12月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H31 木下博前入間市長 

Ｒ01 青少年異文化体験訪問団 

ドイツ連邦共和国一等功労十字章を授賞 

 

Ｒ01 万燈まつり訪問団 



姉妹都市・ヴォルフラーツハウゼン市とのあゆみ 

 

１ 「ヴォルフラーツハウゼン市」との姉妹都市提携               

1986年（昭和 61年）      市制施行２０周年記念事業の一環として姉妹都市提携

が企画され、武蔵野音楽大学と関連のあったヴォル

フラーツハウゼン市が候補となる。 

1986年（昭和 61年） 5月   元水村市長一行が同市を訪問・申し入れを行う。 

1987年（昭和 62年）10月 14日  友好条約に調印 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 友 好 条 約 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 ヴォルフラーツハウゼン市並びに入間市を両市市長が代表して、この書簡を調印する

ことにより、自由の名のもと両市の末永い友好関係を保ち続ける喜ばしい責任を負うも

のである。 

 すべての分野における両市相互の交流をはかり、なかでも文化、工業、商業及びスポ

ーツ面での友好関係を深める。 

 友好関係をさらに確実なものとし、真の協力により両国民の平和と進歩に貢献する。 

 これを信念とし、両市が末永くかつ堅固に結びつくことをここに宣する。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆    
２ どんなまち「ヴォルフラーツハウゼン市」                 

位  置：ミュンヘンの南約 30km（ミュンヘンより電車で約 50分・車で約 40分） 

起  源：中世ヨーロッパにおける内陸のローマ街道の交易都市として発展（11世紀の

公文書にその名がある） 

面  積：約 8.74ｋ㎡（豊岡地区程度）標高約 600m 

人  口：約 18,500人 

行政区分：バイエルン州（州都ミュンヘン、人口約 145万人）のバード・テルツ=ヴォル

フラーツハウゼン郡に属する市で 5地区により構成されている。 

     市への昇格 1961年（入間市の市制施行は 1966年） 

姉妹都市：1970年 フランス・バルブジュー市 

1972年 イタリア・マンザノ市 

 



1987年 日本・入間市 

2001年 ウクライナ・ブロディ市 

文  化：オーバーランドにおける中心地を自称 

     2003年 千年祭を開催 

産  業：軽工業及び手工業、卸売業、小売業、飲食業、その他 

ミュンヘンへの通勤者も多い。 

観  光：各種のスポーツ施設、自然美、 筏
いかだ

下り 

各種施設：学校、幼稚園・保育所、教会、郷土博物館、図書館、ロイザッハホール（文化

ホール）など 

市  長：第一市長 クラウス・ハイリングレヒナー〔任期 2014.5.1～2020.4.31〕 

第二市長 フリッツ・シュナラー    

第三市長 ヘルムート・フォルツォイ   

＊第二、第三市長は第一市長が指名する 

市ゆかりの著名人 

〇ライナー・マリア・リルケ 

…ドイツ文学史上最高の詩人と謳われるは、当時ヨーロッパで最も著名な女性

作家であるルー・アンドレアス・ザロメと、若き日にヴォルフラーツハウゼン

で共に過ごしており、その家は今もヴォルフラーツハウゼンの街を見守って

いる。 

○ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ 

…ドイツの文豪であり、古典主義文学を完成させることとなるイタリア旅行の

途上にヴォルフラーツハウゼンに立ち寄り、その代表的な紀行文「イタリア

紀行」の中で「きわめて美しい肥沃な土地」と賞賛している。 

 

 

３ 人々と生活                               

性  格：誇り高く明朗・素朴 

衣  服：普段はラフな格好、行事には民俗衣装を着用。 

食  事：平均的なドイツの食事であるが塩辛く脂っこい点に特色。 

住  居：木を用いたロッジ風の建物（バイエルンの特色）が多い。 


